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イ
ン
ド
か
ら
6
名
を
招
樽
、
高
速
ロ
ボ

ッ
ト
ピ
ジ
ョ
ン
の
国
際
莫
同
研
究
実
施

広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
ロ
ボ
テ
イ
ク
ス
研

究
室
で
は
、
広
島
大
学
が
独
自
に
有
す
る
人
間
の
乱

を
大
幅
に
上
回
る
高
速
な
ロ
ボ
ッ
ト
と
シ
モ
ン
技
術

琵
詳
報
藍
持
捕
琵
鱒

ら
応
用
レ
ベ
ル
ま
で
体
験
。
習
得
し
て
も
ら
い
、
将

来
的
な
高
速
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
の
本
格
的
な
国
際

共
同
研
究
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

露
弊
琵
裏
露
盤
輩
真

学
問
∴
部
局
間
協
定
を
霜
ん
で
い
る
、
イ
ン
ド
中
央

信
子
工
学
研
究
所
へ
C
S
I
R
-
C
E
玉
R
工
)
と

パ
エ
フ
技
術
科
学
大
学
ビ
ラ
二
捷
(
B
「
T
S
-
P

主
l
亀
Ⅱ
…
)
か
ら
、
6
名
を
研
修
生
と
し
て
迎
え
、

2
0
日
間
の
日
程
で
学
内
で
の
実
習
お
よ
び
学
外
担
寮

を
行
い
ま
し
た
。

さ
誹
措
㍍
謹
謂
詫
鵬
豊
耗
擬

プログラム 内宮 

1白目 プログラムガイダンス 

2-3日日 アクティブビジョン実習 

4日昌 パラレルリンクロボットの三次元トラッキング実習ガイダンス 

与日日 ディープラーニングガイダンス 

e日昌 平和記念公園帝京 

7-10白目 
パラレルリンクロボットの三次元トラッキング責苦 
ディープラーニング実習 

11白目 舌古庄大半大学院工事研究科訪問 

1ま日日 広島大軍へ移動 

13∴日昌 謹告会箪碑 

14日昌 体色i 

1与・-16日日 高密ビジョンに関する実習 

17白目 千葉大学大学院工学研究科訪問 

1さ日昌 報告全車備 

19白目 最控報告会 

之〇日目 帰国の遠へ 

パラレルリンクロボットを用いでの実習

を
追
跡
す
る

芳
申
請

留
を
行
い
主

上
た
。
画
像

処
理
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

と
高
速
カ
メ

一
フ
、
雲
台
の

制
御
方
法
を

学
ぶ
亭
が
で

与
ま
し
た
。

二
6
月
1
4
日
、

広
島
大
学
の

学
生
に
よ
る

研
究
内
容
に

関
す
る
講
演

お
よ
び
討
輪

か
行
わ
れ
ま

し
た
。
研
修
生
は
詰
演
内
容
を
興
味
深
く
聞
き
、
将

来
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
据
え
て
積
極
的
に
議

静
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
世
代
の
日
本
の

学
生
の
研
究
内
容
を
知
り
、
荊
敵
を
受
け
て
い
る
梯

子
で
し
た
。

㊥
パ
ラ
レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
の
美
雪

6
月
1
5
日
、
パ
ラ
レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
の
三
次

元
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
実
習
の
説
明
を
受
け
、
∴
〇
月
1
 
8
日

̃
2
 
1
日
ま
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
2
台
の
高
速
カ

メ
ラ
を
用
い
て
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
を
構
成
す
る
事
に

よ
り
、
・
三
次
元
の
位
置
情
報
を
取
得
し
、
対
象
物
体

の
三
次
元
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
凸

こ
の
実
習
に
よ
り
、
パ
ラ
レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ
ッ
ト
の

檎
達
の
理
解
、
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
一
二
次
元
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

6
月
1
6
日
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
習
の
説
明

を
受
け
、
6
月
1
 
8
日
̃
2
 
1
日
に
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

口
a
暑
n
e
富
と
呼
ば
れ
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ソ

フ
ト
で
人
物
の
認
範
な
ど
を
行
い
、
高
速
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
画
像
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
人
物
を
認
識

す
る
単
に
よ
り
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る

よ
り
深
い
知
敵
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
能
力
を
待
古

事
が
で
き
ま
し
た
。

㊥
広
島
平
和
記
念
資
料
館
等
を
視
察

6
月
1
7
日
、
原
爆
ド
ー
ム
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
、
こ
と
も
文
化
科
学
館
の
祝
祭
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
通
産
に
登
鋒
さ
れ
て
い
る
原
爆
ド
ー
ム
や
原
爆
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死
没
者
慰
霊
碑
、
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
や
原
爆
役
下
当
時
の
広
島
の
様
子
を
展
示
し

た
広
島
平
和
班
会
資
料
館
を
訪
れ
た
際
に
ー
は
、
原
子

煙
弾
に
よ
る
筏
昔
や
そ
の
後
の
日
本
の
復
興
、
後
世

実習の
の
平
和
に
つ

半
て
各
々
感

じ
た
事
が
あ

っ
た
槌
で
し

た
。6

月
2
2
日
、

諾
羅
琵

覇
曙

イ
や
リ
ハ
ビ
リ

デ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
ロ

ボ
ヅ
ト
等
の

辞
介
と
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

㊥
訪
問
先
の
学
生
と
大
い
に
討
論

6
月
2
8
日
、
千
襲
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
で

約
分
程
度
の
辞
渡
合
の
鷲
機
械
系
コ
ー
ス
研
究
室

を
見
学
し
ま
し
た
。
自
動
で
プ
レ
ー
ト
を
は
じ
き
返

す
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
や
災
害
時
な
ど
に
危
険

な
場
所
の
捜
索
を
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
・
ス
レ
ー

ブ
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

し
ま
し
た
。
他
に
も
祈
り
頴
ロ
ボ
ッ
ト
や
け
ん
玉
ロ

ボ
ッ
ト
等
数
多
く
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
、
名
古
屋
大
学
で
の
見
学
で
は
共
に
非

常
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
棟
で
、
熱
心
に
質
問
を
す
る

な
ど
、
訪
問
先
の
学
生
と
大
い
に
討
輪
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。
訪
問
の
道
中
で
は
、
日
本
の
多
く
の
街

並
み
を
見
る
事
が
で
き
見
学
以
外
で
も
楽
し
ん
で
い

る
桂
子
で
し
た
。

6
月
3
0
日
は
、
奉
研
修
の
最
後
の
鮭
話
と
し
て
、

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
広
島
大
学
の
学
生
と
招
来

展
望
に
つ
い
て
対
語
を
し
、
最
後
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
証
を
授
与
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
修
了
し
ま
し

ン

原爆ドームを視察

エアホッケーロボデモンストレーショ
た
。

㊥
今
後
も
鯉
読
的
に
受
流
活
動

を
強
化

高
遠
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
共

同
研
究
に
係
る
本
研
修
を
通
じ

て
、
広
島
大
学
と
C
S
工
R
-

C
E
E
尺
工
お
よ
び
B
工
T
S

-
P
…
1
a
n
王
と
の
共
同
研

究
が
加
速
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
二
国
間
交
流
草
薙
の
一

環
と
し
て
平
鹿
貌
年
1
2
月
か
ら

工
か
月
、
奉
研
修
に
蟄
加
し
た

B
工
で
S
-
P
“
細
1
a
 
n
,
1
の

博
士
龍
巻
学
生
1
名
が
広
島
大

学
に
1
ヵ
月
間
溝
在
す
る
と
と

も
に
、
本
研
修
に
奉
加
し
た
C

S
I
R
-
C
E
E
曳
I
研
賃

が
広
島
大
学
特
任
准
鞍
控
と
し

て
平
成
2
9
年
工
2
月
̃
平
成
3
0
年

3
月
の
間
、
赴
任
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
広

島
大
学
が
採
択
さ
れ
た
、
文
科

省
の
大
学
世
界
展
開
力
強
化
事

業
(
イ
ン
ド
)

で
は
、
C
S
I

R
-
C
E
E
R
工
、
“
B
I
T
S

-
P
l
l
a
-
n
。
1
が
協
力
校
と

し
て
塵
加
す
る
こ
と
と
な
h
t
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
交
流
草
葉
を
通
し
て
、

広
島
大
学
と
イ
ン
ド
の
大
学
・

研
究
横
間
と
の
研
究
・
教
育
交

流
が
活
性
化
し
て
き
て
お
り
、

今
後
も
継
続
的
に
交
流
活
動
を

強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。


